
平成27年4月よりサービス開始
福井大学松岡キャンパス等管理一体型ESCO事業

これまでの課題
1. エネルギー利用効率が全国ワーストクラス
    →財政健全化への取組みは喫緊の課題
２. ISO14001をH15に認証取得以来
    全学を挙げて省エネ活動に取り組むが
    近年は閉塞感がある
3. 機器のみの更新では省エネが十分進まない
    →システムの見直し，運用の改善が必要
4. 省エネ取り組みへの資金不足

課題解決への検討

○ESCO事業優劣比較

1. 省エネルギー診断の活用 (経産省や電力会社）

2. ESCO事業導入可能性調査や省エネ活動事例調査
3.既存設備を含めた効率的運用を目的とした
管理一体型ESCO事業導入への検討

ESCO事業導入への決定打
1. 機器導入だけではなく
永続的省エネ活動の維持

2. 全キャンパスで
同じベクトルを持った省エネ活動

3. 事業者の高い技術力と
リアルタイムな省エネ提案

4. 施設管理にクラウド等の
ICT 技術の採用

ESCO事業による省エネ効果

削減光熱費の再投資

計画：一次エネルギー削減率18.3%
　　　CO2排出量削減率     18.6%

省エネ効果の保証
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主要５キャンパスを対象に省エネ推進事業国立大

敷 地 ：110,248㎡
建物面積：95,799㎡
教育地域科学部，工学部

文京キャンパス

敷 地 ：14,781㎡
建物面積：4,642㎡
附属特別支援学校

八ツ島キャンパス
敷 地 ：270,230㎡
建物面積：132,128㎡
医学部，附属病院

松岡キャンパス

敷 地 ：5,700㎡
建物面積：6,997㎡
国際原子力工学研究所

敦賀キャンパス
敷 地 ：40,071㎡
建物面積：12,011㎡
附属幼稚園 , 小・中学校

二の宮キャンパス
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H27.４～７ 実績値　
一次エネルギー19%削減

1. さらなる省エネ改修

2. 設備機能維持のため
保全資金の確保

1.LED化（外灯、体育館・武道場等）

2. 未利用エネルギーを有効利用した熱源システム

3.ESCO事業のダブルループ構築

4. 施設管理のICT化（クラウド）

◆初期投資が安価
◆消費電力が低減
◆小型投光器の採用

未利用エネルギーの活用

1. 自家発設備の排熱利用

2. 地中（井水）熱の利用

3. 排熱回収HPチラー
による冷温水同時利用

4. 蓄熱水の効率的利用

5. 新棟・旧棟間での
熱融通（面的利用）
○余剰エネルギーの活用で
熱源機を効率的運用
○夏期電力デマンドと
冬期ボイラー運転を削減

1. 大学と ESCO事業者の
情報共有

2. 不具合調査・修繕等の
進捗状況の把握

3. 作業内容時間のデータベース化
4. 改善提案の進捗状況の把握
5. 他大学との比較
（ベンチマーキング）

施設管理業務の見える化

1. ESCO事業の効率的運用：PDCAを回す
2. 利益の再投資で省エネの効率的促進
3.三位一体（施設管理者・利用者・ESCO事業者）
でダブルループを回し、大学利益の最大化を図る

ダブルループ

永続的な省エネ活動

大学利益の最大化
ESCO設備

再投資

計測検証

削減金額

改善検討

運用改善

成果報告

ESCO事業
PDCA活動

新病棟

3. 熱源の面的利用

冷熱源設備 冷熱源設備
ターボ冷凍機 　空冷HIP チラー
放熱用熱交換器　    熱回収チラーによる排熱冷水 等

温熱源設備
蒸気熱交換機（既設）   空冷HIP チラー
熱回収チラー　　　　  CGS排熱利用

空冷HIPチラー

温熱源設備
空冷HIPチラー

◎夏季ピーク時蓄熱糟からの放熱利用にてデマンドカット

◎冬季ピーク時の蒸気使用を削減しエネルギー費削減

既存棟と自己熱源設備を持つ新病棟で
熱の面的利用を実施

既存棟


